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要 旨

慢性月琴炎に伴 う牌仮性嚢胞に嚢胞内出血を来た し
, 嚢胞内か ら の縫合止 血術で救命 し得た症

例を経験 し た の で 報告する . 症例は 3 7 才の 女性,
ア ル コ ー ル 性の慢性腸炎 で通院中 で あ っ た .

腹痛 で 入院 し, C o m p u t e d T o m o g r a p h y で輝仮性嚢胞内出血と診断された . 下血 などの 消化管出

血はな か っ た. 保存的治療 で改善 せず
,
嚢胞 の 増大を認め, 手術を施行 した

. 嚢胞 は網嚢内を占

拠 して おり胃後壁と強固に癒着して い た. 嚢胞を解放 し
, 嚢胸壁 か ら の 出血点を嚢胞内より縫

合止血 し た . R o u x e n Y で 嚢胞空腸吻合を行 い
,
嚢胞内にサ ン プチ ュ

-

ブを留置 し た
. 術後は合

併症なく経過 し, 術後 4 4 日でチ ュ
ー ブを抜去した. そ の 後, 約 3 年 5 か月経過 し, 存命 で ある .

牌仮性嚢胞出血は比較的稀と されるが
, 敦命的合併症と なる こ とも少なくな い

. 若干 の 文献的

考察を加 え, 報告する .

E e y w o r d s : 慢性腸炎, 牌仮性嚢胞内出血
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は じ め に

月琴仮性嚢胞 の 出血 は比較的稀 と され て い る が
,

敦命的な合併症となりうる こ とで重要で ある . 対

処と して は手術, T r an s c ath et e r A rt e ri al E m b oli s m

(T A E) が行 われ る事が多 い が
, 特に 定ま っ た治

療法は なく, 場合に応 じて 選択されて い る . 今回,

我々 は月畢仮性嚢胞内出血に対 し手術を施行 し
, 月華

切除困難だ っ た ため 嚢胞内より止血, 救命 し得た

症例を経験した の で報告する .

症 例

3 7 才, 女性

主訴 : 腹痛

既往歴 : 慢性月華炎, ア ル コ ー ル依存症

現病歴 : 平成 2 年頃より ア ル コ ー ル性慢性肝炎

で通院加療, 時々 の 急性増悪 で入退院を繰 り返 し

て い た . 通院は不定期で , 腹痛などある時は近医

や 当院外来で の 点滴治療などを対症療法と して行

っ て い た . 全身倦怠, 食思不振, 腹痛が 強く なり,

平成 12 年 4 月 1 1 日に入院した
.

入院時現症 : 身長 1 60 c m
, 体重 4 0k g . 眼険結膜

に貧血 を認め た . 黄痘 はなか っ た . リ ン パ 節は触

知 しなか っ た
. 上腹部痛は あるが

, 腹部 は平坦軟,

腹膜炎の 所見 は なか っ た .

入院時検査成績 : E b 7 .2 g/ dl と貧血を認 め, 血

清ア ミ ラ ー ゼ の 軽度上昇を認め た . 尿中ア ミ ラ ー

ゼ は正常で あ っ た (表 1) .

入院後経過 : 慢性月琴炎の 急性増悪 と診断 し, 禁

食,
メ シ ル 酸ガ ベ キ サ

ー ト 60 0 m g 静注で 治療開

始 した . 入院後も時々 の 腹痛を繰り返 して い た . 4

月 1 4 日の C T で月華頭部に造影効果 の 乏 し い 円形

部分 と周囲の 脂肪 織濃度 の 上昇, 月華尾部の 2 c m

大の 嚢胞 を指摘さ れ た ( 図 1) . 月琴尾 部 の 嚢胞 は

以前か ら指摘され て い た も の と 同
一

と考 えられ

た . 症状改善 し経 口摂取を再開する と症状再燃す

る た め , 2 6 日 に C T を撮影 した
. C T で月琴尾部 の

嚢胞内に造影剤の流出を認め, 月琴仮性嚢胞内出血

と診断さ れた ( 図 2) . 明ら か な動脈癌 は なく , 秦

胞壁 の 血管か ら の 出血 と考 えられ, 塞栓術は困難

と 考えられ た . 4 月 2 7 日の C T で 5 c m 大に な っ

て い たが , 貧血 の 進行は なく, 腹痛など の 症状も

お さま っ て い たた め様子 をみ て い た . 5 月 1 日 の

C T で月琴尾部の 嚢胞は 7 c m 大と大きく な っ て きた

が特に症状は なく, 貧血 の 進行も軽度だ っ た . 秦

胞 内 へ の 出血は続い て おり, 今後重大な合併症を

引き起 こす可能性と手術に つ い て説明 した が
, 辛

術は拒否 して い た . 腹痛など の症状 が落ち着い て

おり, 退院希望 を訴え始め, 本人が治療に拒否的

なた め , 敦命的合併症となりう る事を説明 し退院

もや む を得ない と思われた . しか し
,

5 月 1 8 日に

再度 C T を施行, 嚢胞 内出血の 持続と 9 c m 大 へ と

嚢胞 の 増大が見 られ ( 図 3) , 本人 , 家族 とも手術

の 承諾が得られ た た め 5 月 3 1 日に手術を施行 し

た .

手術所見 : 綱嚢 内は 嚢胞で 占め られ
, 胃後面 ,

横行結腸 間膜 とも強固に癒着 して い た . 剥離は困

難 別犬況 で , 牌 に到 達する こ と は 出来なか っ た .

嚢胞壁 の
一

部を切 開 し
, 嚢胞内の 凝血塊を取り除

く と嚢胞 内に数カ所の 出血点があり,
これを嚢胞

内腔より縫合止血 した
. 空腸 を後結腸経路で挙上

し R o u x e n Y で 嚢胞空腸吻合, 嚢胞内に は 1 6F r
.

の サ ン プチ ュ
- ブを留置 した

. 腸療造設術も併せ

て行 っ た .

術後経過 : 9 病日より経腸栄養開始した が熱発

した ため
一

時中止 , 1 5 病目より経腸栄養再開,
22

病 日より経口摂取再開 した . 再出血など の 合併症

もなく良好に経過し
,
30 病日に退院した

.
44 病日

に外来にて仮性嚢胞内に留置した サン プチ ュ
- ブ

を抜去 した
. そ の 後, 出血 など の 合併症 なく術後

3 年 5 か 月で存命中で あ る が, ア ル コ ー ル 依存症

は改善せず, 通院も不定期で あり, 慢性腸炎に対

する治療は継続困難で ある .

考 察

月華仮性嚢胞は比較的稀な病態 と考 えられて い た

が
, 画像診断の 進歩か らそ の 数 は増加 して い る .

原因疾患 として は急性月華炎, 慢性肺炎の 急性増悪

に伴うも の が多く , ア ル コ ー ル 性月琴炎 がそ の大半

を占め る 1) 2)
. 稀に月琴仮性嚢胞 に伴い 出血 を起 こ
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表 1 入院時検査所見

(/ m m
3
)

又10
4
/ m m

3

( g/dl)

( % )

x 1 0
4
/ m m

3

(g/dl)

(I U /I)

(I U/1)

(I U/1)

7 25 0

2 6 0

7 .1

24 .1

2 6 .5

5 .6

5 6

15

7 64

L D H

C H E

A M Y

B U N

C R E

N A

K

C L
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(I U /1)

(I U /1)

(I U/1)

( m g/dl)

( m g/dl)

( m E q/1)

( m E q/1)

(rrlE q/i)

(I U/I)

3 23

25 75

23 0

6 . 1

0 . 6

14 3

3 .7

1 05

4 2 1

園 1 腹部 C T

揮尾部 に 約 3 c m の 牌嚢胞 が ある . 以前 か ら指摘されて おり
,

経過観察中だ っ た
.

すこ と があり, 慢性牌炎入院患者の 4 - 6 % 3) 4)
,

月畢仮性嚢胞 に対す る手術例 の 7
-

17 % 程度 を占

め
5) 6)

, 消化管 や腹腔内など ヘ の 急激, 多量な出

血 を伴う こ と もあり重要で ある . 仮性嚢胞 へ の 出

血 は
, 嚢胸壁か らの出血, 仮性動脈癌の 破裂, 秦

胞周囲の血管ヘ の炎症波及に伴う血管破綻が 考え

られ る
4) 7)

牒仮性嚢胞 の 出血 に対 して は特 に定ま っ た治療

法が確立 されて い るわ けで は なく, 症例に応 じて

選択され て い る . 手術ある い は T A E が行われ る

こ と が 多い が , そ の 死 亡率 は約 1 0 - 60 % と高

い 5) 6) 8) I lo)
. T A E で止血 が可能な場合も多い が ,

再出血や感染を起 こ し手術と なる場合もある 9) 1 0)

手術は嚢胞 を含め た月華切除や 嚢胞内縫合止血, ド

レ ナ -

ジなどが行われる . 慢性月琴炎症例で は全身

状態 が必ず しも良好と は い えず, 牌頭十 二指腸切

除や , 牌尾部＋牌切除, あ る い は胃合併切除など

が過大侵襲となる こ と もあり得る . Ki vi1 u o t o ら 1 1)

は, 月華切除と嚢胞 内縫合止血 の 術後死亡率がそれ

ぞれ 57 %
,

1 8 % で あり, 嚢胞内縫合止 血と外療
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国 2 腹部 C T

揮尾部 に 約 4 c m の 牌嚢胞 が あり
,
内部に造影剤 の 漏出が 見 られ る .

図 3 腹部 C T

月琴尾部に 約 9 c m の 牌嚢胞 が あり
,

造影剤 の 漏出が ある .
こ

れま で の 出血 が層状に 見られる .

術が 望ま し い と して い る . S t abile ら 8) は輝切除 縫合止血術後に再出血など の 合併症が多く, 嚢胞

の有無 で死亡率に差 は なく, 牌切除 は必ずしも必 を含め た牌切除を, B r e sl e r ら
5) は牒尾部 の 嚢胞

要ない と して い る . しか し
,

Ⅲa m el ら
6) は嚢胞内 に は揮切除 , 月琴頭部 の もの に は嚢胞内縫合止 血

,
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ド レ ナ - ジを勧 め て い る . 冨岡 ら 4) は仮性動脈

癌の形成 が なく, 嚢胸壁 か らの 出血で
, 嚢胞 内に

出血が限局 して い れ ば保存的治療で もよ い可能性

がある と して い る . 最近で は
,

ス テ ン ト留置など

による ド レ ナ
- ジ や ソ マ ト ス タチ ン誘導体の 投与

で 保存的に治療され た報告も散見され る
1 2)

. 今

倭, 揮仮性嚢胞 内出血に対 して は
,

こ の ような保

存的治療が増えて い くも の と予想 され るが
, 再出

血や感染の 可能性があり, 厳重な経過観察が必要

と考えられ る . 月琴仮性嚢胞出血 に対 して
, 急激な

経過を取 る場合は緊急手術の 適応 と なるが , 保存

的治療や T A E で止血 を試み , 可能な らば嚢胞 を

含ん だ月華切除を考慮 した い
.

今回 の 症例で は動脈癌は指摘されず, 手術所見

か らも嚢胸壁か らの 出血 だ っ たが
, 保存的治療で

は止 血され なか っ た . 嚢胞 は綱嚢内を占拠して お

り, 切除すると すれ ば牌尾部, 牌に加え, 胃や横

行結腸 を含む 広範な切除が 必要と考えら れた が
,

嚢胞 内で縫合止血 が出来た
. 術後も再出血な どの

合併症 なく経過 し
, 患者の 全身状態や 手術侵襲も

考慮 した上で
,

嚢胞壁より の 出血例で は嚢胞内縫

合止 血術が ある と考えられ た
.
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